
（別紙３）

～ 2024年11月29日

（対象者数） 児/34  放デイ/26 （回答者数） 児/33 放デイ/25

～ 2024年11月29日

（対象者数） 児/6  放デイ/5 （回答者数） 児/6 放デイ/5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 職員全員の専門知識、技術、観察力向上のための、研修参加、勉強
会の開催、意見を言い合える雰囲気作り。

2
ペアレントトレーニング、保護者面談を必用に応じて行い、保護者
とも同じ思いで発達支援を行っていけるような環境づくりを心掛け
る。

3
今後も継続していい雰囲気を作れるよう、受ける職員も気持ちの余
裕を持って関われる職場作り、傾聴力を育てられる学びの場に参加
する等、取り組む。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今回、5領域に基づいた支援内容を再考するにあたり、改めて自事
業所の形を見つめ直すことができた。今回のまとめで納得するので
はなく、誰から見ても捉えやすい伝わる内容にするよう取り組んで
いく。

2

事業所がきちんと安全対策、非常時の対策を行っていることを周知
して頂くことが利用者の安心感に伝わると思われるので、丁寧に伝
えていく、利用者(保護者)にも参加してもらう形などを考えてい
く。

3 主体的に相談支援事業所から情報を得る。
支援計画作成会議の参加要請などを試みる。

発達段階の見極め、現状の背景を考える行動分析
支援計画作成会議はもちろんのこと、気になる行動、変化が見られた
時は、関わる職員が参加してカンファレンスを行う。
必要な情報を集め、時間をかけ丁寧に取り組むようにしている。

自己決定力を伸ばす支援

個々の発達段階に沿い、大人主導ではなく、子ども自身が自分の過ご
し方を模索、決定していけるような環境設定をしている。
子どもの変化には⾧期的な見守りが必要と考えている為、変化が見ら
れなくても短絡的に環境を変えるのではなく、数回観察の上での現状
分析、保護者説明を丁寧に行っている。

面談等での寄り添い

送迎時の声掛け、連絡帳、LINEなどを活用し、保護者がいつでも思
いを投げかけやすい関係作りを心掛けている。保護者の気持ちに寄り
添えるよう、子どもの様子だけではなく、保護者の様子にも目を配る
ようにし、何か気付いた時にはこちらから声を掛ける、保護者からの
投げかけには優先的に応じるようにしている。

連携
まだまだ、相談支援事業所との連携は不十分

モニタリングのみのところが多い。
受け身で、こちらから働きかけて連携をとれていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

発信力 外部
事業所での取り組みを利用者と共有していくことは出来ていると自負
するが、今から利用を考えている方に対して事業内容を伝えていく発
信力が足りていないと感じている。

一人一人に合わせた療育を行うことが強みである反面、日々行ってい
る療育内容が多岐にわたり、端的に説明して理解して頂くことに難し
さがあり、そこをまとめる、整える努力が足りないと思われる。

発信力 内部
「非常時等の対応」の項目でわからないが数票あった。マニュアル作
成、研修、訓練などを年間計画を立て取り組んでいるが、利用者に周
知できておらず、安心感に繋がっていないことを認識した。

通信等で取り組だことを伝えてはいるが、十分ではないのだと思われ
る。
また、契約時の伝達のみで、その後定期的に、伝わっているか、周知
できているかの確認をしていなかった。

2024年11月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年12月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名  ひまわり

○保護者評価実施期間 2024年11月11日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


